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東京大学は 7月 15日に開かれた記者発表で、今春、高校１年生からスタートしている新教育課程に基づい

て実施される 2025年度入試の出題教科・科目を公表した。詳細は以下の通りである。 

 

■共通テスト教科・科目は現行に教科「情報」を追加 

一般選抜の大学入学共通テスト（以下、共通テスト）の出題教科・科目は、新たに情報が加わり６教科８科

目*となった。地理歴史・公民では「地理総合、歴史総合、公共」を除く５科目から文科類は２科目、理科類

は１科目選択となった。東京大のほか、名古屋大、大阪大でも「地理総合、歴史総合、公共」は出題科目から

は除かれており、旧帝大など難関大を中心に「地理総合、歴史総合、公共」は選択できないケースが一定数あ

りそうだ。 

その他の教科・科目については、新旧の科目の入れ替えを別にすれば現行と同じである。なお、配点につい

ては共通テストの配点が大学入試センターから公表されておらず、センターの決定後に改めて発表するとさ

れた。学校推薦型選抜の出題教科・科目も一般選抜と同様、現行の教科・科目に教科「情報」が追加された形

だ。旧教育課程履修者に対する経過措置の詳細は、今回発表されなかった。こちらも決定次第、公表とのこと

なので続報を待ちたい。 

＊地理歴史・公民は１教科、基礎を付した理科は２科目で１科目としてカウント 

 

■一般選抜の個別試験は概ね現行通り 

一般選抜の個別試験も文科類、理科類とも概ね現行通りとな

った。【表】は発表された個別試験の教科・科目のうち数学の

部分をまとめたものである。文科類の数学は「数学Ⅰ」「数学

Ⅱ」「数学Ａ」「数学Ｂ」「数学Ｃ」を出題範囲とした。「数学Ｂ」

は「数列」「統計的な推測」、「数学Ｃ」は「ベクトル」からの出

題となっている。なお、現時点で個別試験の数学の出題範囲を

公表している大学のうち、大阪大の文系学部でも「数学Ｃ」の

出題範囲は「ベクトル」に限定された。理科類の「数学Ｃ」は

「ベクトル」に加え、「平面上の曲線と複素数平面」が出題範

囲となった。 

地理歴史については「日本史探究」「世界史探究」「地理探究」

の３科目から２科目選択となった。大阪大では、個別試験の地

理歴史について、探究科目のほか、「歴史総合」「地理総合」と

いった総合科目も併せて出題するとしているが、東京大では探

究科目のみの出題とした。国語の出題範囲はこれまで文科類は「国語総合」「国語表現」「現代文Ｂ」「古典Ｂ」、

理科類は「国語総合」「国語表現」と異なっていたが、2025年度入試では両科類とも全科目を出題範囲とした。

学校推薦型選抜の独自試験の選抜内容については、今回何も公表されなかった。また、旧教育課程履修者に対

する一般選抜の個別試験の経過措置については、「出題教科・科目の問題の内容によって配慮を行う」との表

現にとどまった。 

 

■学校推薦型選抜では出願要件が１浪までに 

 上記のほか、学校推薦型選抜において出願要件の一部が変わる。これまで出願要件に卒業年度の制限はなか

ったが、2025年度入試からは出願可能な期間は、高等学校等卒業後１年までとなる。 

 

【表】2025 年度 一般選抜個別試験「数学」の出題科目 

＜文科類＞ 

科目 出題範囲 

「数学Ⅰ」 

「数学Ⅱ」 

「数学Ａ」 

「数学Ｂ」 

「数学Ｃ」 

・「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ａ」は全範囲 

・「数学Ｂ」は「数列」「統計的な推測」 

・「数学Ｃ」は「ベクトル」 

＜理科類＞ 

科目 出題範囲 

「数学Ⅰ」 

「数学Ⅱ」 

「数学Ⅲ」 

「数学Ａ」 

「数学Ｂ」 

「数学Ｃ」 

・「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」「数学Ａ」は全

範囲 

・「数学Ｂ」は「数列」「統計的な推測」 

・「数学Ｃ」は「ベクトル」「平面上の曲線と複素

数平面」 

２０２５年度入試情報 

東京大 新課程入試科目を公表 

 


